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金田町人の動き 

(12月1日現在） 

世帯数 2. 7 96 

人 ロ 9. 5 5 0 

男 4 ,691 女 4,859 

出生 8 死亡 7 

転入 27 転出 40 
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年

頭

の

挨

拶

 

金

田

町

長

 

大
 

島
 

陸
 

雄
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
C

ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
 

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

私
は
、
昨
年
十
一
月
十
一
日
執
行
の
金
田
町
 

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
を
始
め
 

各
方
面
の
力
強
い
ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
当
 

選
の
栄
に
浴
し
、
二
期
目
と
し
て
ふ
た
た
び
町
 

政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

か
え
り
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
 

四
日
町
政
を
預
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
間
 

も
な
く
、
極
度
の
財
政
難
の
た
め
、
再
建
十
ケ
 

年
計
画
と
し
て
の
、
赤
字
再
建
団
体
と
し
て
、
 

か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
り
ま
し
た
が
、
 

皆
様
方
の
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
 

し
て
、
再
建
計
画
も
順
調
に
進
み
、
実
質
二
年
 

公
け
に
は
一
年
の
短
縮
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
 

今
後
の
努
力
次
第
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
ご
ろ
 

に
は
再
建
が
明
け
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
財
政
再
建
の
た
め
と
 

は
い
え
住
民
福
祉
に
お
い
て
、
身
近
な
環
境
整
 

備
等
行
き
届
か
な
い
も
の
が
多
々
あ
る
こ
と
と
 

存
じ
、
誠
に
申
し
分
け
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
 

今
後
と
も
財
政
事
情
は
益
々
厳
し
い
も
の
と
 

年

頭

の

挨

拶

 

金
田
町
議
会
議
長
 

吉
 

田
 

保
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
を
 

代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
本
町
は
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
赤
字
 

思
わ
れ
ま
す
が
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
一
日
も
 

早
い
再
建
団
体
か
ら
の
脱
却
を
め
ざ
し
、
 
明
る
 

い
、
住
み
よ
い
金
田
町
実
現
の
た
め
に
全
精
力
を
 

傾
注
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
う
か
本
年
も
町
政
に
た
い
 

し
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
 

願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
 

と
C

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
 

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

再
建
団
体
に
陥
り
本
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
す
が
 

皆
様
方
に
は
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
 

き
、
順
調
に
再
建
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
C

協
力
の
賜
も
の
で
あ
 

り
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

財
政
再
建
計
画
に
よ
っ
て
町
単
独
事
業
は
抑
制
 

さ
れ
、
ま
た
町
民
福
祉
に
お
い
て
も
行
き
届
か
な
 

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
共
議
会
は
町
 

執
行
部
と
も
ど
も
力
を
合
せ
て
、
 
一
日
も
早
い
財
 

政
再
建
を
め
ざ
し
、
明
る
い
住
み
よ
い
金
田
町
建
 

設
の
た
め
に
全
力
亮
傾
注
し
努
力
す
る
所
存
で
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

何
卒
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
共
町
 

政
に
対
し
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
 

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
 

か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
 

つ
と
い
た
し
ま
す
。
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町
 

田
 

金
 

号
 

3
 報

 
金
 

ー
議
会
だ
よ
り
 

昭
和
五
十
九
年
第
十
回
定
例
 

町
議
会
が
十
二
月
十
三
日
招
集
 

さ
れ
、
 

一
日
間
の
会
期
に
よ
り
 

議
案
が
慎
重
審
議
さ
れ
、
次
の
 

と
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
 

議

会

事

務

局

ー

 

の
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

住
所
 
金
田
町
大
字
神
崎
一
 

八
五
一
番
地
の
一
 

氏
名
 
田
村
関
松
 

大
正
元
年
＋
二
月
十
 

⑥
議
案
第
五
十
五
号
金
田
町
学
 

五
日
生
 

校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
 
＠
議
案
第
五
＋
九
号
昭
和
五
十
 

す
る
条
例
に
つ
い
て
 

九
年
度
金
田
町
財
政
再
建
計
 

（
原
案
可
決
）
 

画
の
変
更
に
つ
い
て
 

⑥
議
案
第
五
十
六
号
金
田
町
同
 

（
原
案
可
決
）
 

和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
 
⑥
議
案
第
六
十
号
金
田
町
一
般
 

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
 

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
 

条
例
 

（
原
案
可
決
）
 

三
八
八
、
 

一
六
五
千
円
の
減
額
 

⑥
議
案
第
五
＋
七
号
金
田
町
助
 

補
正
 

（
原
案
可
決
）
 

役
の
選
任
に
つ
い
て
 

＠
議
案
第
六
十
一
号
金
田
町
同
 

（
選
任
同
意
）
 

和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等
貸
 

本
町
助
役
で
あ
る
藤
川
義
臣
氏
 

付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
 

が
本
年
十
二
月
＋
八
日
で
任
期
 

（
第
一
号
）
 

満
了
に
な
る
の
で
、
後
任
者
を
 

補
正
額
な
し
、
予
算
の
組
み
 

＠
議
案
第
六
十
五
号
金
田
町
廃
 

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
に
つ
い
て
 

（
施
行
期
日
昭
和
六
十
年
一
月
 

一
日
か
ら
を
三
月
一
日
か
ら
に
 

修
止
可
決
）
 

⑥
請
願
書
、
陳
情
書
、
要
請
書
 

の
審
査
 

0
昭
和
五
十
九
年
九
月
定
例
町
 

議
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
 

な
っ
て
い
た
駅
横
跨
線
橋
架
 

設
に
関
す
る
請
願
書
に
つ
い
 

て
 

（
不
採
択
）
 

田
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
 
調
査
を
し
た
場
合
に
限
っ
て
す
 

る
場
合
 

に
よ
る
地
方
負
担
転
嫁
に
反
 
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

③
土
地
の
一
部
が
み
ぞ
、
か
き
 

対
し
医
療
保
険
制
度
の
充
実
 

田
土
地
の
分
筆
又
は
合
筆
 

、
さ
く
、
へ
い
等
で
区
画
さ
 

改
善
を
も
と
め
る
陳
情
書
 

の
登
記
 

れ
て
い
る
場
合
 

（
採
択
）
 

地
籍
調
査
時
に
お
い
て
、
登
 
④
明
ら
か
に
土
地
の
管
理
上
分
 

田
く
ら
し
と
福
祉
を
守
り
、
地
 
記
さ
れ
る
一
筆
の
土
地
が
、
 

割
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
調
 

方
自
治
の
危
機
を
打
開
す
る
 
①
土
地
の
一
部
の
地
目
が
異
な
 

査
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
 

た
め
の
要
請
書
（
採
択
）
 

る
場
合
 

に
は
、
当
該
土
地
の
所
有
者
の
 

o
金
田
町
立
金
田
小
、
中
学
校
 
②
土
地
P
一
部
に
つ
い
て
地
番
 
同
意
を
得
て
い
分
割
が
あ
っ
吐
 

の
教
か
環
境
整
備
に
関
す
る
 

区
域
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
 
も
の
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
 

請
願
 

（
採
択
）
 

⑥
意
見
書
の
審
査
 

m
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
 

に
よ
る
地
方
負
担
転
嫁
に
反
 

対
し
医
療
保
険
制
度
の
充
実
 

改
善
を
も
と
め
る
意
見
書
 

（
決
定
）
 

以
上
 

国

土

調

査

に

こ

協

力

を

 
伽
 

・
ー
振
興
課
国
土
調
査
係
ー
 

選
任
す
る
も
の
で
あ
力
、
っ
ぎ
 

替
え
の
み
（
原
案
可
決
）
 

（
前
号
よ
り
の
つ
づ
き
で
す
）
 

の
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
・
 

⑥
議
案
第
六
十
》
喜
金
田
町
老
 

田
所
有
権
の
登
記
名
義
人
の
 

住
所
、
金
田
町
大
字
神
崎
一
 

人
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
・
 

表
示
変
更
の
登
記
 

五
九
九
番
地
 

（
第
一
号
）
 

一 

国
土
調
査
と
し
で
ー
の
地
籍
調
 

氏
名
 
藤
川
義
臣
 

補
正
徴
八
A

五
三
六
千
円
 

査
は
、
土
地
の
所
貸
者
の
調
査
 

大
正
十
四
年
九
月
十
 

、
）
・
（
原
案
可
決
）
 

『
も
し
ま
す
の
で
、
法
は
そ
の
成
 

五
泊
生
‘
、
 

＠
議
案
第
一
（
十
三
号
金
佃
町
国
 
果
に
基
づ
い
て
登
記
名
義
人
の
 

⑥
議
案
第
五
千
八
号
金
田
町
固
ー
 

民
健
康
保
険
時
別
会
計
補
正
 
表
示
の
変
更
・
（
更
正
を
含
み
ま
 

定
資
産
評
価
審
査
委
負
会
委
 

予
算
（
第
二
号
）
.
<
 

I
 

sー
二
す
o

）
の
登
記
を
な
す
べ
き
旨
 

自
の
選
任
肥
っ
い
て
 

r 

補
正
額
五
〇
千
円
 

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
登
 

』 

（
選
任
胃
憲
”
 

（
原
葉
可
決
）
 

J記
名
義
A
叫
俵
泳
ゆ
湾
驚
確
 

本
町
固
定
護
評
価
審
査
委
員
一
＠
議
案
第
六
十
四
号
金
田
町
水
 
配
叱
世
」
喧
配
噂
ゆ
岬
区
噂
噸
 

会
委
員
で
声
胃
田
村
関
棲
民
が
「
 

道
事
業
会
計
補
正
予
算
虜
・
嘱
叱
斬
哨
堵
叱
叱
「
体
喧
記
噴
 

本
年
十
li
一
月
二
十
四
昌
任
期
 

一
号
）
 

巾
て
い
喝
堵
o
履
吠
時
恰
叫
喰
 

満
了
に
な
る
の
で
、
後
任
者
を
 

補
並
瀬
八
、
九
心
三
汗
滴
 

奇
電
」
ゅ
眠
略
収
唯
略
琳
吸
心
 

選
住
す
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ぎ
 

」急 

ブ
（
原
案
可
決
）
 

．
在
所
又
は
事
務
所
に
変
更
が
あ
 

、

ノ

、

I
ノ
、
‘
ノ
・
、
‘
ー
 

、
ー
ノ
、
I
ノ
、
I
I
》
、
I
I

、
、
ー
 

ー

ノ

 

国

民

年

金

だ

よ

り

 

<
‘
、
〈
‘
、
I
・I
、、I
ー
 
〈
ー
I
ー
、
ノ
‘
ー
、
I
l
、
ノ
〈
‘
、
ノ
ー
、
 

ー
 
住
民
課
国
民
年
金
係
ー
 

20 

歳
に
な
っ
た
ら
 

国
民
年
金
 

一
 

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
き
 

ん
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

20 

歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
 

て
多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
 

『
か
場
伽
か
い
和
い
か
奏
鄭
か
 

れ
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入
 

登
諮
い
ゆ
ゅ
か
か
り
し
た
誠
っ
 

ず
る
乙
と
も
そ
の
ー
つ
で
ず
一
．
 

て
、
プ
所
有
者
が
別
入
と
な
ら
で
 

崎
春
ま
っ
た
だ
な
か
の
皆
き
 

い
た
と
い
う
よ
う
な
変
更
は
こ
 

ん
に
は
、
年
金
の
こ
と
に
つ
い
 

れ
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
（
こ
の
『
で
あ
ま
り
関
心
が
な
い
か
も
し
 

場
合
叱
は
、
当
事
者
か
ら
申
請
 
れ
ま
せ
h
か
、
い
ま
や
人
生
 80 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
。
 

年
、
こ
の
長
い
人
生
を
豊
か
に
 

こ
の
登
記
は
、
 
地
籍
調
査
を
 
ま
だ
幸
せ
に
暮
ら
す
た
ぬ
雇
欠
 

実
施
し
た
際
、
”
・
既
に
住
所
が
変
 

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
年
 

更
さ
れ
、
か
つ
住
民
票
の
記
載
 
金
で
す
．
 

が
改
ぬ
ぢ
繋
で
い
考
r
も
か
か
．
、
）
誉
ー
・
＼
1
 

4
'J 

や
中
ぎ
雄
紀
侶
鵬
玖
が
表
赤
 

」
』
い
‘
加
入
対
象
者
は
・
‘
」
 

変
更
の
登
記
を
申
請
し
往
か
づ
プ
ー
バ
1

に
 
一 

て！ 

1
一 

た
昨
め
登
記
簿
p
記
載
也
柱
民
了
鼻
う
”
、
に
可
・
；
誉
嶋
プ
 

票
の
記
載
と
誕
一
致
せ
ず
、
地
八
国
民
年
金
に
加
入
す
る
ひ
と
 

籍
調
査
に
お
い
ぞ
佳
所
変
憂
の
昂
二
は
＃
知
歳
か
ら
弱
歳
ぎ
で
み
人
 

そ

の

一

杯

 

断

わ

る

勇

気

が

 

事

故

を

 

4
鼻
熱
．
，
、
ぜ
『
で
」
ぜ
，
I
、．てが負寵）“『，,．一 

金
田
町
老
入
曽
ラ
 

鹿
児
島
県
出
水
に
て
 

『『1
、 

り 

菩
～
岩
野
勝
義
戸
 

『
犬
羽
根
を
ひ
ろ
げ
て
群
る
る
 

》
・
J
 

・ 

、 
J
鶴
の
舞
 

克
芳
試
 

一
光
夫
裏
鶴
を
バ
ツ
『
ク
に
 

一
・
 

」
二
 

“ 

ど
る
写
真
‘
F
 

（
・
 

政
子
 

）
二
三
羽
が
群
を
は
な
れ
撚
ー
 

』 

親
子
鶴
 

一「一」 

原
田
豊
茂
 

●
み
手
洗
の
水
浴
れ
を
り
・
 

( 

"J
 

宮
の
春
 

域
．
ー
＼
毒
筆
ょ
w
n
範刊 

軍
 m
め
く
り
も
後
、
蔽
籍
督
一
・
・
 

」
・
一
 

・
・
『
 

（ 

、
、
鳥
越
美
枝
 

初
便
り
孫
の
葉
書
を
読
み
返
す
 

「「
 

横
『
 

辰
島
宗
」
・
と
」
 

小
一
一
の
孫
が
ぐ
れ
た
る
年
賀
状
 

『 

ーマ 

ー
・
 

ュ
・
『
、
無
記
名
ら
 

中
気
の
手
ふ
る
え
な
が
ら
も
l
 

ー
一
”
J

賀
状
書
く
 

・ 

・
」
、
岡
本
勝
次
郎
 

冬
ぬ
く
し
声
か
け
合
ひ
で
・
舌
 
，
・
 

ぐ

ー

と

 

』
車
椅
子
・
 

警
‘
岡
本
清
子
J
 

穂
す
g

き
に
ふ
れ
て
す
ぎ
け
り
 

一り 

、
，
車
椅
子
・
二
 

、 

一 

、
い
斉
藤
ナ
ミ
子
・
一
 

裏
山
に
咲
し
桔
梗
に
吾
見
入
る
 

第

四

回

 

Jり 

J

 

'

 

・ 

・
‘
 

金
由
町
短
歌
大
会
開
催
さ
る
 

一 
，
 
一
 

・
一
 

中

央

公

民

館

 

晩
秋
の
＋
一
月
二
十
三
日
金
 

田
町
文
化
祭
に
呼
応
し
て
、
第
 

四
回
金
田
町
短
歌
大
会
が
中
央
 

公
民
館
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
 

た。 出
詠
者
二
十
九
名
、
出
詠
歌
 

五
＋
八
首
に
及
び
、
私
た
ち
の
 

町
に
も
き
さ
や
か
な
が
ら
、
文
 

化
の
灯
が
点
り
つ
つ
あ
り
、
町
 

民
の
文
化
活
動
に
対
す
る
関
心
 

も
深
ま
っ
て
き
た
様
で
す
。
 

公
民
館
長
の
挨
拶
の
後
、
直
 

ち
に
互
選
に
入
り
、
町
長
賞
一
 

首
、
公
民
館
長
賞
一
首
、
短
歌
 

教
室
賞
一
首
、
入
選
二
首
を
選
 

び
、
つ
い
で
講
師
友
清
隆
雄
先
 

生
の
選
に
よ
る
天
賞
、
地
賞
、
 

入
賞
各
一
首
、
A
佳
作
五
首
、
新
 

人
賞
一
首
の
発
表
が
行
な
わ
れ
 

更
に
、
全
出
詠
歌
五
十
八
首
に
 

つ
い
て
指
導
講
評
を
い
た
だ
き
 

最
後
に
賞
状
賞
品
の
授
与
を
行
 

な
い
、
 
記
念
写
真
を
写
し
て
意
 

義
深
く
大
会
の
幕
を
と
じ
ま
し
 

山
畑
の
真
赤
に
う
れ
し
木
守
柿
「
 

ど
」
戎
か
 

1
‘
《
‘
ユ
て
 
2
,!I 

l
ー
う
《
「
J
『
，
 

『 

、一α旦ヒ 

れ
加
肩
 ・ 

「 

）a
鳶
」
り
」
J

（
天
賞
 

？ 

岡
野
富
司
生
 

Aい 

一
嶋
越
美
破
 

が
り
あ
か
せ
を
審
ぜ
て
鋳
 た
 

・
七
大
会
で
選
ぼ
乳
発
詠
草
で
民
 

一
社
欧
あ
難
参
で
す
ゆ
）
、
 

『I
」 

m
義
鷲
「
格
薫
黄
請
書
提
出
期
熱
 

iβ 
で
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
や
 

共
済
組
合
と
い
っ
た
職
場
の
年
 

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
農
 

林
漁
業
、
商
業
、
自
由
業
や
サ
 

ー
ビ
ス
業
な
ど
に
た
ず
さ
わ
っ
 

て
い
る
人
た
ち
と
そ
の
家
族
は
 

す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
 

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
 

マ
ン
の
奥
さ
ん
や
、
昼
間
部
の
 

大
学
生
は
希
望
じ
て
加
入
で
き
 

ろ
」
と
に
な
つ
て
い
ま
す
『
 

一
こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
 

海
博
喝
』
准
三
勲
「
鷲
よ
鴫
年
金
 

国
民
年
金
は
、
歳
塘
と
っ
た
 

『
印
鑑
を
も
つ
て
、
さ
あ
で
が
 

(
 

で
き
る
と
き
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
場
合
に
は
登
 

記
官
は
、
国
土
調
査
の
成
果
に
 

基
づ
い
て
土
地
の
分
筆
の
登
記
 

を
し
当
該
土
地
が
抵
当
権
等
の
 

担
保
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
 

と
き
は
、
職
権
で
共
同
担
保
目
 

録
を
作
成
し
ま
す
。
 

（
次
号
に
つ
づ
き
ま
す
。
）
 

6
、
2
2
0
円
（
 60 

年
4
月
か
 

ら
は
6
、 

で
す
。
 

7
4
0
円
の
予
定
）
 

さ
ら
に
申
し
掛
て
付
加
保
険
 

料
4
0
0
円
を
上
積
み
し
て
納
 

め
る
と
、
将
来
有
利
な
年
金
が
 

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

販
霧
詳
か
一
 

成
人
に
な
づ
だ
あ
か
し
と
し
 

て
、
い
ま
す
ぐ
国
民
年
金
に
加
 

入
し
て
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
 

め
ス
》
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
 

の
ラ
ィ
フ
サ
イ
ク
ル
を
、
よ
り
 

確
か
な
安
定
し
た
も
の
に
し
て
 

下
さ
い
。
 

と
き
皿
老
島
4
金
 

症
安
ゃ
ケ
 

け
ま
し
よ
う
o
 

ガ
で
障
皇
ロ
が
残
 つ
だ
と
き
の
障
 

‘、二 

r 

漕
年
金
、
】
家
協
き
手
を
叱
誉
 

）
い
て
母
一
子
家
底
ど
な
q
だ
ど
‘
 

き
の
母
子
年
金
な
・
ど
糖
支
給
き
ー
 

れ
「
げ
舞
金
で
所
得
を
裸
障
す
る
一
 

し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

蒼
保
険
料
は
、
一
・
だ
れ
で
も
似
じ
雷
 

つ 

漕
難
鶏
護
競
誠
騰
昭
捕
御
焦
度
金
田
町
建
設
＋
ェ
事
 

ーパジ・短ぐ歌・‘・ロr

' 

> 
舗
師
選
〕
 

“
，
一
 

、
‘
 

戸
 
；
鼻
．
 

『・泰』、、‘ご 

あ
わ
れ
数
羽
の
小
鳥
啄
ば
む
 

き
橿
を
 
し
ぼ
る
香
の
中
妻
三
 

庄
め
ぐ
ケ
の
衝
一
枚
で
年
新
た
「
地
賞
 

二
由
代
 

‘
稔
 

・
我
れ
七
十
才
の
年
を
迎
え
る
」
 

何
時
ま
で
も
車
窓
に
顔
っ
．
 冥
 

、
喫
護
郵
獣
『
 

かえりく与 

J
お
礼
の
こ
と
ば
『
 

辰
島
イ
ェ
様
」
『
、
【
 

『」、 

J
 

」

 

ジ
、
・
「
・
 

・ 

？賓． 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
 

香
典
返
し
を
御
寄
付
下
さ
い
ま
 

し
た
の
で
ク
ラ
ブ
活
動
に
有
意
 

儀
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す
厚
く
御
札
申
し
上
げ
ま
す
。
 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
 

会
長
 
辰
島
宗
一
」
一
 

た
。
二
 

、 

（」
 

r
 

出
詠
の
歌
ば
い
づ
れ
ぎ
素
人
 

y
 

J
 

'
 

i

 

と
は
言
い
な
が
ら
素
直
で
」
生
 

懸
命
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
感
 

情
、
喜
び
、
悲
し
み
を
表
現
さ
 

れ
て
お
り
．
昨
年
よ
り
格
段
の
 

向
上
が
見
ら
れ
越
味
を
同
じ
く
 

す
る
も
の
の
心
の
触
れ
あ
い
を
 

強
く
感
じ
ま
し
た
。
来
年
以
降
 

も
開
催
し
て
い
く
予
定
に
な
つ
 

ぢ
い
ち
や
ん
と
，
ひ
と
ご
と
 

言
ひ
て
孫
帰
り
ー
ゅ
そ
 

人
賞
て
 

小
野
ト
メ
子
 

米
あ
ま
る
今
の
世
に
「
生
き
ハ
 

ル
ビ
ン
で
餓
へ
て
逝
き
た
 

る
吾
子
ら
を
想
ふ
 

佳
作
！
一
各
一
首
 

》 

一
山
口
倭
子
、
福
原
照
子
、
 

謎
ど
 

・ 
( 

高
木
美
代
子
、
・
橋
田
昌
、
）
 

新
人
賞
 

一
首
 

福
田
慶
子
こ
 

『 

〔
互
選
〕
 

(

 

‘

【

 

『
 F

・ 

町
長
賞
 

高
木
美
代
子
 

さ
か
 

子
も
孫
も
み
な
離
り
住
む
秋
 

や
ま
 

祭
 
ひ
と
り
厨
に
山
笠
ば
や
 

し
聞
く
 

公
民
館
長
賞
 
ま
畑
代
 

稔
 

何
時
ま
で
も
車
窓
化
顔
つ
け
 

ぢ
い
ち
や
ん
と
 

ひ
と
こ
と
 

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
新
し
い
方
 

言
ひ
て
孫
帰
り
ゆ
く
 

の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
 
短
歌
教
室
賞
 

室
 

ト
ョ
 

ま
た
文
化
祭
展
示
場
に
短
歌
 

昏
れ
な
む
と
す
る
庭
の
木
に
 

教
室
の
講
師
と
会
員
二
十
名
の
 

法
師
蝉
 
短
か
き
い
の
ち
ふ
 

詠
草
が
公
民
館
長
の
筆
蹟
に
よ
 

り
し
ぼ
り
鳴
く
 

る
見
事
な
短
冊
と
し
て
展
示
さ
 
入
選
 
各
一
首
 

れ
、
会
場
に
彩
り
を
添
へ
参
観
 

大
内
郁
代
・
千
手
佐
起
子
 

日
紅
議
い
」
て
（
お
知
ち
せ
）
 

、
・
5

、
金
田
町
役
場
土
木
鉱
害
課
・
 

一 

金
田
町
が
発
注
す
る
昭
和
 60 

年
度
工
事
の
指
名
参
加
を
要
望
 

さ
れ
る
』
方
ほ
、
二
町
が
定
め
た
期
 

日
ま
で
に
関
係
書
類
を
整
備
し
 

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
期
日
ま
で
に
堤
出
さ
れ
 

な
い
場
合
は
一
年
間
金
田
町
の
 

指
名
鍵
受
げ
ら
れ
書
ぜ
ん
の
で
 

御
注
意
願
い
ま
す
・
 

雄A
マ
記
 

0
提
田
期
間
ー
 

千・・ 

一
和
的
年
1
貞
『
柏
日
よ
り
 

3
月
釦
日
牛
前
中
ま
で
ノ
 

e
書
武
」
り
F
」 

建
設
省
統
一
様
式
 

導・『 

田
添
付
書
類
〈
 

一 

一
、
町
税
完
納
証
明
 

一
「
‘
国
民
健
康
保
険
完
納
証
明
 

】
、
住
宅
新
築
資
金
貸
付
資
金
 

．
完
納
証
明
，
J

' 

,‘, 

紅
議
明
書
 

h
・
氷
道
料
金
完
納
証
 

金
田
町
役
場
 

・
土
木
鉱
害
課
 

追
伸
！
 

r 

添
付
書
類
完
備
の
上
申
請
し
J
 

て
下
き
い
加
添
付
書
類
不
備
の
 

場
合
は
受
付
山
来
ま
せ
ん
の
で
 

念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。
 

『 

金
田
町
少
年
野
球
『
 

各
種
大
会
に
於
い
て
 

優
秀
な
る
成
積
を
 

金
田
町
少
年
野
球
は
昭
和
 55 

年
 

に
結
成
さ
れ
ま
し
て
今
年
で
五
 

年
目
に
な
り
ま
す
。
初
代
木
戸
 

監
督
よ
り
中
山
監
督
へ
そ
し
て
 

今
日
で
は
吉
田
監
督
に
引
続
け
 

ら
れ
て
お
り
ま
す
‘
 

少
年
野
球
を
結
成
し
た
理
由
は
 

礼
儀
を
正
し
く
し
父
母
の
言
う
 

事
を
良
く
聞
き
一
生
懸
命
勉
強
 

し
悪
い
遊
び
は
し
な
い
明
る
い
 

元
気
な
子
供
を
育
成
す
る
た
め
 

に
は
じ
め
た
も
の
で
す
。
 

残
す
 

昭
和
 59 

年
度
は
各
種
い
ろ
い
ろ
 

な
大
会
が
あ
り
ま
し
た
が
立
派
 

な
成
積
を
残
し
て
お
り
ま
す
。
 

立
派
な
成
積
を
残
す
事
は
毎
日
 

父
兄
達
が
子
供
に
一
生
懸
命
指
 

導
に
あ
た
つ
て
い
る
の
で
は
な
 

い
で
し
よ
う
か
、
子
供
も
、
素
 

直
に
父
兄
の
言
う
事
を
良
く
聞
 

き
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
き
 

ま
し
た
。
 
こ
う
い
う
結
果
が
各
 

賞
を
導
い
た
の
で
し
よ
う
。
 

父
兄
か
ら
も
私
達
の
ク
ラ
プ
の
 

窯
 

1t

『“飴『．! 

子
供
ば
身
体
が
健
康
に
な
り
礼
 

儀
正
じ
く
よ
く
勉
強
し
素
直
な
 

子
供
に
な
り
ま
じ
た
ど
話
し
て
 

下
き
、
い
ま
じ
た
，
 

、 

一二 

A
履
も
健
全
な
る
素
直
な
子
供
 

に
育
成
し
て
い
き
ま
ず
ど
青
田
 

監
督
は
い
・
ュ
，
 

、

し

 ‘
 

」 

一 

（
各
大
会
質
の
紹
介
）
一
‘
ぐ
賢
 

ヌ
ポ
ー
ッ
少
筆
野
球
大
会
，
パ
優
 

勝
）
第
」
『
回
馬
面
杯
（
準
優
勝
）
 

筑
豊
地
区
少
年
野
球
大
弾
戸
（
三
 

位
）
秋
季
連
盟
旗
争
奪
太
会
『
（
 

三
位
）
田
川
少
年
野
球
新
人
戦
 

（
準
優
勝
）
．
西
日
』
本
新
聞
社
大
 

会
（
準
優
勝
）
九
州
選
抜
少
年
 

野
球
大
会
（
準
優
勝
〕
 

〔
野
球
部
員
募
集
〕
 

傷
害
保
険
手
続
き
の
た
め
新
 

入
部
の
方
は
昭
和
印
年
3
斥
 

31 

日
ぎ
で
に
申
し
込
み
下
き
 

い
。
そ
の
後
に
入
部
さ
れ
だ
 

ー
場
合
は
傷
害
保
険
は
出
来
才
 

せ
ん
。
 

問
合
せ
 

吉
田
春
治
 

電
話
②
ニ
〇
四
三
番
 

あ
り
が
と
う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

辰
島
 

一
美
殿
 

田
測
ミ
ド
リ
殿
 

白
川
 

正
義
殿
 

原
口
リ
ッ
子
殿
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
て
、
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
 

し
た
。
 

社
会
福
祉
の
た
め
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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町
 

田
 

金
 

国
籍
洪
 

戸
籍
洪
 

法
務
省
民
事
局
 

国
籍
法
及
び
戸
籍
法
が
改
正
 

さ
れ
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
 

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
が
そ
の
主
 

な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
 

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
法
 

務
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
．
 

一
、
父
母
両
系
主
義
の
採
用
 

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
 

生
れ
た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
 

け
れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
 

な
れ
な
か
つ
た
の
で
す
が
昭
和
 

60 

年
ー
月
ー
日
か
ら
は
生
れ
た
 

時
に
父
母
の
一
方
が
日
本
人
で
 

あ
れ
ば
、
そ
の
子
は
日
本
人
に
 

な
り
ま
す
。
 

ニ
、
ニ
重
国
籍
の
防
止
、
解
消
 

父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
 

と
、
二
重
国
籍
に
な
る
子
が
多
 

く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
韓
国
 

人
夫
、
日
本
人
妻
の
夫
婦
か
ら
 

生
れ
た
子
は
．
こ
れ
ま
で
は
父
 

親
の
韓
国
の
国
籍
だ
け
を
取
得
 

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
 

こ
れ
に
加
え
て
母
親
の
日
本
国
 

籍
を
も
取
得
し
て
、
二
重
国
籍
 

者
に
な
り
ま
す
。
改
正
法
は
、
 

こ
の
よ
う
な
二
重
国
籍
の
増
加
 

に
対
処
す
る
た
め
、
新
た
に
次
 

の
よ
う
な
重
国
籍
防
止
の
た
め
 

の
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
 

m
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
 

囲
の
拡
大
、
国
籍
の
留
保
制
度
 

と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
ア
メ
 

リ
カ
合
衆
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
 

の
よ
う
に
自
国
内
で
生
れ
た
人
 

に
国
籍
を
与
え
る
こ
と
と
し
て
 

い
る
国
（
こ
れ
を
生
地
主
義
国
 

と
い
い
ま
す
）
で
生
れ
た
こ
と
 

に
よ
り
二
重
国
籍
に
な
つ
た
子
 

は
、
日
本
の
国
籍
を
留
保
す
る
 

届
出
を
し
な
け
れ
ば
日
本
の
国
 

籍
を
失
う
と
い
う
制
度
で
す
、
 

こ
の
制
度
は
生
地
主
義
国
だ
け
 

に
適
用
が
あ
つ
た
の
で
す
が
、
 

改
正
法
は
そ
の
適
用
を
広
げ
て
 

広
く
海
外
に
お
い
て
出
生
に
よ
 

り
、
二
重
国
籍
と
な
つ
た
場
合
 

に
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
を
 

必
要
と
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
 

す． （
先
の
例
の
韓
国
人
夫
、
日
本
 

人
妻
間
の
子
が
国
外
で
生
れ
た
 

場
合
に
も
、
こ
の
制
度
が
適
用
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
 

②
国
籍
の
選
択
制
度
の
新
設
 

こ
の
制
度
に
よ
れ
ば
、
二
重
 

国
籍
者
は
、
原
則
と
し
て
 22 

歳
 

に
な
る
ま
で
に
日
本
の
国
籍
か
 

外
国
の
国
籍
の
い
ず
れ
か
を
選
 

択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

日
本
の
国
籍
を
選
択
す
る
に
 

は
、
外
国
の
国
籍
を
離
脱
す
る
 

か
、
又
は
「
日
本
の
国
籍
を
選
 

択
し
、
か
つ
、
外
国
の
国
籍
を
 

放
乗
す
る
」
旨
の
選
択
の
宜
言
 

を
市
区
町
村
長
に
届
け
出
る
こ
 

と
に
よ
っ
て
し
ま
す
。
外
国
の
 

国
籍
を
選
択
す
る
に
は
、
日
本
 

の
国
籍
の
離
脱
を
届
け
出
る
こ
 

と
な
ど
に
よ
つ
て
し
ま
す
。
ま
 

た
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
国
籍
 

選
択
の
期
限
を
適
ぎ
て
も
選
択
 

を
し
な
い
で
い
る
と
、
法
務
大
 

臣
か
ら
催
告
さ
れ
、
 
ー
カ
月
以
 

内
に
選
択
を
し
な
い
と
自
動
的
 

に
日
本
の
国
籍
を
失
う
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
 

三
、
帰
化
条
件
の
改
正
 

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結
 

婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件
（
 

帰
化
す
る
た
め
の
最
低
限
の
条
 

件
）
は
、
そ
の
外
国
人
が
夫
で
 

あ
る
か
妻
で
あ
る
か
で
居
住
の
 

条
件
な
ど
に
差
異
が
あ
り
ま
し
 

た
改
正
法
で
は
、
こ
れ
を
同
一
 

に
し
て
、
三
年
以
上
国
内
に
居
 

住
し
て
い
る
こ
と
（
結
婚
が
111 

年
以
上
続
い
て
い
る
場
合
に
は
 

一
年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
 

る
こ
と
）
が
必
要
に
な
り
ま
し
 

た
。
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
は
 

帰
化
申
請
者
本
人
に
、
独
立
の
 

生
活
能
力
の
あ
る
こ
と
が
必
要
 

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正
 

法
で
は
、
原
則
と
し
て
世
帯
単
 

位
で
生
活
能
力
が
判
断
さ
れ
ろ
 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
 

帰
化
の
時
に
外
国
の
国
籍
を
失
 

う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
重
国
 

籍
防
止
条
件
に
つ
い
て
も
、
特
 

別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
 

例
外
と
し
て
帰
化
が
認
め
ら
れ
 

る
こ
と
と
な
つ
て
い
ま
す
 

四
、
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得
 

父
母
両
系
主
義
は
，
昭
和
 60 

年
一
月
一
日
以
降
に
生
れ
た
子
 

に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
日
 

よ
り
前
に
生
れ
た
子
に
は
適
用
 

さ
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
国
 

際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
の
 

子
で
、
改
正
法
施
行
の
日
に
 20 

歳
未
満
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
 

は
一
定
の
条
件
の
下
で
、
施
行
 

後
三
年
間
に
限
り
法
務
大
臣
に
 

届
け
出
る
こ
と
に
よ
つ
て
日
本
 

の
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

五
、
国
際
結
婚
を
し
た
人
の
氏
 

の
変
更
 

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
 

婚
し
た
日
本
人
の
氏
が
変
わ
ら
 

な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
 

で
す
が
、
改
正
法
は
、
そ
の
人
 

が
希
望
す
る
と
き
は
、
結
婚
の
 

日
か
ら
六
ケ
月
以
内
に
市
区
町
 

村
長
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
 

つ
て
外
国
人
配
偶
者
と
同
じ
氏
 

を
名
の
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

老
人
精
神
保
健
相
談
指
導
業
務
 

開
設
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）
 

こ
の
度
、
老
人
精
神
保
険
（
 

い
わ
ゆ
る
老
人
性
痴
呆
、
ポ
ケ
 

老
人
）
相
談
、
指
導
業
務
を
左
 

記
の
通
り
行
う
ょ
う
に
な
り
ま
 

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

記
 

ー
、
老
人
精
神
保
健
相
談
 

2
、
相
談
日
 

毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
 

3
、
時
間
 

13 

時
 30 

分
ー
 15 
時
 30 

分
迄
 

4
、
相
談
場
所
 

田
川
保
健
所
 

5
、
申
込
方
法
及
問
合
せ
 

電
話
に
よ
る
予
約
制
 

電
話
（
〇
九
四
七
四
）
④
 

〇
六
六
六
 

6
、
相
談
料
 

無
料
 

ゴ
ミ
収
集
料
金
 

改
定
に
つ
い
て
お
願
い
 

住
民
課
衛
生
係
 

廃
乗
物
の
処
理
に
つ
き
ま
し
 

て
は
．
平
素
よ
り
ご
家
庭
の
主
 

婦
の
方
々
を
は
じ
め
、
町
民
の
 

皆
様
の
御
理
解
、
こ
協
力
を
い
 

た
だ
き
ま
し
て
円
滑
に
進
め
て
 

ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
深
 

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
の
9
月
よ
り
下
 

田
川
清
掃
業
者
組
合
か
ら
、
ゴ
 

ミ
の
収
集
料
金
改
定
の
陳
情
を
 

受
け
て
お
り
ま
し
た
が
，
公
共
 

料
金
の
値
上
げ
は
、
町
と
し
ま
 

原
爆
被
爆
者
二
世
に
対
す
る
 

無
料
健
康
診
断
の
実
施
に
つ
い
て
 

廿
お
 
知
 
ら
 
せ
廿
 

財
団
法
人
日
本
公
 

衆
衛
生
協
会
は
、
原
 

爆
被
爆
者
二
世
に
対
 

し
て
無
料
で
健
康
診
 

断
を
実
施
し
ま
す
。
 

希
望
さ
れ
る
方
ょ
 

実
施
機
関
の
窓
ロ
に
 

希
望
の
旨
を
申
し
出
 

て
、
健
康
診
断
を
受
 

け
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
者
 

被
爆
者
二
世
で
受
 

診
を
希
望
す
る
者
 

実
施
期
間
 

昭
和
六
＋
年
 

一
月
二
十
一
日
ー
 

六
十
年
一
月
 

一
一
十
」
ハ
日
迄
 

病 院 名 ~ 所 在 地 受 付時 間 

西日本産業衛生会 
北九州健診診療所 

(093 561-0030) 

北九州小倉北区大 
F 1-6-12 

（小倉城前） 

y:oo-n :30 

一13:00-14:00 

主9:00-11:30 

福岡結核予防 
センター 

(092-761-2544) 

福岡市中央区大名 

2丁目4-7 

9: 00-11: 00 

, 13:00-15:00 

き9:QO-fl:QQ 

聖マ リ ア 病院 
(0942-35-3322) 

久留米市津福本町 
422 

14:00-16:00 

飯 塚 病 院 
(0948-@-3800) 

飯塚市芳雄町3-83 8: 30-10: 30 

＠
ご
不
明
の
点
が
あ
れ
ば
県
衛
生
部
予
防
課
 

（
皿
0
9
2
1
6
2
2
1
0
7
1
6
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
．
 

し
て
も
町
民
の
皆
様
の
家
計
を
 

更
に
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
 

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
避
け
た
 

い
も
の
と
営
々
努
力
を
重
ね
て
 

ま
い
り
ま
し
た
が
，
本
年
に
入
 

つ
て
再
三
に
わ
た
り
下
田
川
四
 

町
会
議
で
の
討
議
を
行
い
下
田
 

川
統
一
の
値
上
げ
額
を
決
め
ぎ
 

る
を
得
ず
、
 
12 

月
定
例
議
会
に
 

料
金
改
定
案
を
提
出
い
た
し
ま
 

し
た
と
こ
ろ
慎
重
な
討
議
の
結
 

果、 

一
戸
当
り
一
五
〇
円
の
値
 

上
げ
は
止
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
 

で
あ
る
と
の
議
決
が
な
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

（
但
し
一
五
〇
円
の
内
 

三
〇
円
は
町
が
補
助
、
尚
下
田
 

川
四
ケ
町
の
う
ち
他
二
町
で
は
 

五
九
年
一
二
月
よ
り
実
施
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
）
 

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
 

て
は
、
諸
物
価
値
上
り
で
出
費
 

多
端
の
折
、
誠
に
大
変
な
こ
と
 

と
存
じ
ま
す
が
、
昭
和
六
十
年
 

三
月
一
日
よ
り
の
料
金
改
定
方
 

よ
ろ
し
く
御
理
解
御
協
力
の
ほ
 

ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．
 

旧
料
金
 

二
八
〇
円
 

新
料
金
 
四
〇
〇
円
 


